
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日から令和５年度がスタートしました。正面玄関には、色とりどりの花が並び、街ゆく人の目

にも留まっています。今年度は、就業技術科２３５名、肢体不自由教育部門７５名、全児童・生徒

数３１０名となります。新しい、仲間が加わり、学校にも活気があふれています。水元小合学園で

の出会いを大切にするとともに、笑顔の絶えない学校を目指していきます。 

 あらためて、新入生のみなさん御入学おめでとうございます。そして、在校生のみなさん進級お

めでとうございます。児童・生徒が充実した一年を送れるよう、教職員一同、しっかりとひとりひ

とりの歩みを支えていきます。新入生のみなさんは、一日も早く学校に慣れ、自分の力を発揮して

いけるようにしましょう。在校生のみなさんは、新たな目標を立て、できることを増やすとともに、

必要な力を身に付けていきましょう。 

 さて、新型コロナウイルス感染症については、今後、２類から５類に変ることの報道を受け、学

校としても、感染症対策は行いながらも、東京都からのガイドラインに基づいて、マスクの着用等

校内外での対応を検討していきます。本日、5 月 7 日までの対応についてのお知らせを出していま

すので、御一読いただき、御理解と御協力をお願いいたします。 

【教育活動】 

段階的な教育活動の再開も、第２段階に入ります。入学式では、久しぶりに校歌を歌唱し、新入

生に紹介します。調理実習、水泳指導、校外学習、宿泊行事も年間指導計画に沿って、実施してい

きます。また、今年度から２年間かけて、ＩＣＴや１人１台端末を効果的に活用した授業実践につ

いて、研究を進めていきます。児童・生徒が主体的に授業に参加し、「できた」「わかった」の声が

聞こえる、授業づくりを進めていきます。 

【グラウンド】 

グラウンドの工事については、グラウンド棟が完成し、学校に引き渡されました。残すは、人工

芝が到着次第、着工に入ります。しばらくは、グラウンド棟の２階部分だけの使用となります。出

来上がりが待ち遠しい限りです。グラウンドのポールは、学校のカラー（紫、緑）を使用していま

す。グラウンド棟の壁面には、校章のタイルが埋め込まれ、軒の屋根はバスヤードの屋根と同じデ

ザインになっています。一度、ゆっくりご覧ください。 

【トピックス】 

４月からこども家庭庁がスタートしました。・子どもお 

よび子どものいる家庭の福祉増進・保健の向上・子育て 

に対する支援・子どもの権利利益の擁護など、内閣の重 

要施策の事務をサポートすることが業務となります。 
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小学部１２名、中学部６名、高等部８名の新入生の皆さん、御入学おめでとうござい

ます。ようこそ、水元小合学園へ。また、一つ上の学年に進級した皆さん、進級おめで

とうございます。私はこの 4 月に肢体不自由教育部門の副校長に着任いたしました、鈴

木愛（すずき やすし）と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

肢体不自由教育部門は、令和 5 年度児童・生徒７５名で教育活動をスタートいたしま

した。新型コロナウイルス感染症も徐々に落ち着きを見せ始め、制限されていた教育活

動も少しずつ実施できるようになってきました。まだまだ油断は禁物ですが、最新の施

設設備（夏には新グラウンドも完成します）、教職員のチームワーク、就業技術科との連

携など水元小合学園ならではの良さを生かしながら、「One Day One Plus＋（1 日、学校

に来ると 1 つ、学びがある）」をモットーに、充実した教育活動を展開してまいります。 

そして、児童・生徒の皆さんの成長を全力で支援してまいります。 

 保護者の皆様、地域の皆様の御理解・御協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 就業技術科８０名の新入生の皆さん、進級した２、３年生の皆さん、保護者の皆

様、入学・進級おめでとうございます。今年度４月に、副校長に着任いたしました荒

金普玄（あらがね ふげん）と申します。 

 本校教育目標にある、「個性を伸張し、豊かな人間性や社会性を育み、自立し社会参

加できる生徒を育成する」ことができように、教職員が一丸となって教育活動を実践

し、生徒の夢や希望の実現を目指してまいります。 

 そして、「こうしたらできる、この方法なら可能だ」など工夫して、教育活動、学校

行事を実施して、生徒の可能性を伸ばしていきたいと思います。 

 本校が実践してきたこれまでの教育活動、地域と連携した活動など引き継いで、さ

らに発展させてまいります。保護者の皆様、地域の皆様、御理解と御協力よろしくお

願いいたします。 
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